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連結業績予想と実績値との差異及び個別業績と前期実績との差異 

に関するお知らせ 

 

  2021年５月 14日に公表した 2022年３月期の通期連結業績予想と実績値に差異が生じま

したのでお知らせしますとともに、個別業績につきましても前期実績と差異が生じましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

  

１． 通期連結業績予想と実績値について 

（1）2022年３月期の通期連結業績予想と実績値の差異 

（2021年４月１日～2022年３月 31日） 

 

（2）差異の理由 

   営業収益につきましては、為替相場が中国元高に推移したことにより在外連結子会社の売

上高の円換算額が増加し、前回予想値を上回ることとなりました。一方で、人件費の増加や

貸倒引当金繰入額等の費用計上により一般管理費が増加し、営業利益及び経常利益は前回予

想数値を下回る結果となりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、上記要因の他に、在外連結子会社の未

分配利益に係る繰延税金負債の一部につき取崩しを行ったことにより税金費用が減少し、前

回予想数値を上回る結果となりました。 

 営業収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に
帰属する当期

純利益 

１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想 (A) 1,250 580 930 510 12.75 

実 績 値 (B) 1,407 499 855 658 16.46 

増 減 額 (B－A) 157 △80 △74 148 ― 

増 減 率 (%) 12.6 △13.9 △8.0 29.2 ― 

（ご参考）前期実績 

（2021年３月期） 
1,619 1,043 1,284 756 18.91 



  

 

 

２．当期個別実績と前期個別実績との差異について 

（1）2022年３月期個別実績と前期個別実績の差異 

  （2021年４月 1日～2022 年３月 31 日） 

 

（2）差異の理由 

営業収益につきましては、連結子会社であるクラウン株式会社からの受取配当金が増加し

たことにより、前回実績を上回ることとなりました。 

営業利益、経常利益及び当期純利益につきましては、上記要因の他に、人件費等の経費が

増加したことにより、前回実績を上回る結果となりました。 

以 上 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前期実績 (A) 355 178 360 358 8.95 

当期実績 (B) 475 206 416 398 9.97 

増 減 額 (B－A) 120 28 55 40 ― 

増 減 率 (%) 33.8 15.7 15.3 11.4 ― 


